
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

巻頭言 
「研究専門委員会の活動と国際化」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長（研究技術担当） 

黒田 道子 (東京工科大学) 

 

エレクトロニクスソサエ

ティ研究技術会議は研究専

門委員会の研究会、総合大

会・ソサエティ大会の活動支

援や国際会議の支援などの

活動を行っています。現在、

エレクトロニクスソサエテ

ィには、13 の研究専門委員会（第 1 種）と 10 の時

限研究会、5 の国際会議国内委員会が設置されてい

ます。2010 年度は、この時限研究会の中からマイク

ロ波シミュレータ時限研究会(MST)がエレクトロニ

クスシミュレーション研究専門委員会を、マイクロ

波・ミリ波フォトニクス時限研究会(MWP)がマイク

ロ波・ミリ波フォトニクス研究専門委員会をそれぞ

れ設立し 1 種研になることが承認されました。これ

に伴い、2011 年度からは研究専門委員会（第 1 種）

は 15 となる予定です。また、新たに 2010 年 9 月か

ら超長期補間メモリ時限研究会(ULLDS)が時限研究

会に加わりましたので、現在、時限研究会は 10 とな

っています。このように研究専門委員会は、新たな

技術の展開や時代の要求に対応して新しい研究会の

設立や様々な分野を交えた時限研究会の設立などを

柔軟に行っています。 

国際化についてですが、国際会議の共同主催、協

催、協賛、後援を行う一方で、国際活動を支援する

ためのエレソ国際活動支援補助金の制度が設けられ

ています。2010 年度は、エレソの共同主催、単独主

催、研専単独主催など 7 つの国際会議への支援を行

いました。特に、KJMW2011, CJMW2011, TJMW2011

は、 韓国、中国、タイなどのアジアの学会との共同

主催となる 2 国間会議であり、回数を重ねるごとに

より緊密な関係を築いている国際会議です。一方で

IEEE とはこれまで IEEE-EDS，IEEE-LEOS(現 PS)と

シスターソサエティ契約を結んでおります。また、
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現在、IEEE-MTTS ともシスターソサエティ契約の締

結の方向で準備を進めています。シスターソサエテ

ィ契約に関しては、著作権、IEEE Explore などの内

容についても慎重に検討を行っております。 

このように国際化への取り組むということは、各

研究専門委員会が国際会議の開催やアジアの国々と

親密な関係を作っていくなどの研専レベルで出来る

ことと、IEEE に対して国際的にどのような立場を取

っていくのかという IEICE 全体として考えていかな

ければならない問題があります。これら両面からの

取り組みの基盤となるのが研究専門委員会のこれま

での活動の中から得られた貴重な経験やご意見です。

研究専門委員会の皆様から頂きましたご意見を生か

し、研究技術会議から国際化へ向けて発信していき

たいと思っています 

 

著者略歴： 

1978 年早稲田大学大学院理工学研究科博士課程修了、

工学博士。1986 年～1987 年オハイオ州立大学客員研究

員。1990 年東京工科大学工学部助教授、1998 年同教授、
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年エレソ技術渉外幹事。2009 年～エレソ副会長。 

 

 
寄稿 
「英文論文誌の役割  

- Letter 廃止と ELEX との役割分担 -」 
           英文論文誌編集委員長 

川人 祥二 (静岡大学) 

 

本ソサエティの英文論文誌

IEICE Trans. on Electronics は、

エレクトロニクスに関連した

幅広い分野の論文の出版によ

って、最新・最先端の研究成

果やデータを世界に発信して

います。私は、本年度の本英

文論文誌編集委員長を担当しております。エレクト

ロニクス関連技術の発展に少なからず貢献している

本論文誌の編集に携われることは、大変光栄なこと

であり、微力ながら本論文誌のさらなる発展に貢献

したいと思っております。 

本英文論文誌では、2009 年１月より Brief Paper

のカテゴリを導入し、Paper, Brief Paper, Letter の３つ

のカテゴリで運用をしてまいりました。Paper は、い

わゆるフルペーパーを対象としており、論文として

の完成度を重視しておりますが、Brief Paper は、フ

ルペーパー程の完成度は求めず、シャープな内容に

ついて簡潔にまとめられた論文を対象としています。

また Letter は、速報性を重視した短編の論文を対象

としています。しかし本会には速報性を最も重視し

た 英 文 電 子 ジ ャ ー ナ ル で あ る ELEX(IEICE 

Electronics Express)があることから、本英文論文誌に

おける Letter カテゴリの必要性について、編集委員

会の中でこれまでも幾度となく議論がなされ、投稿

の状況をモニタしながら将来的には廃止を視野に入

れて運用をしてきました。2010 年度は、Brief Paper 

の定着の効果もあり、Letter への投稿の大きな減少

傾向が見られ、英文論文誌編集委員会での議論、上

部委員会での意見収集を経て、2011 年４月末をもっ

て、Letter 論文の受付を終了することにしました。

これにより英文論文誌では、フルペーパーを対象と

した Paper と簡潔にまとめられた論文である Brief 

Paper の２つのカテゴリで運用することとなり、速報

性を重視したエレクトロニクス分野の論文は、

ELEX に投稿して頂くことになります。英文論文誌

とELEXの役割分担が明確になったと考えております。 

最近、研究者の業績評価の指標として、原著論文

が掲載された論文誌のインパクトファクタが考慮さ

れる機会が増えてきています。英文論文誌編集委員

会としても、このような状況を踏まえてインパクト

ファクタ向上への努力をしていく必要があると考え

ております。さいわいなことに、本英文論文誌のイ

ンパクトファクタは、最近上昇傾向にあります。本

論文誌の編集に携わってこられた歴代の委員長、幹

事、編集委員、査読委員の皆様の献身的なご努力の

賜です。英文論文誌における Letter カテゴリの廃止

と、ELEX との役割分担の明確化は、インパクトフ

ァクタの向上にも貢献するものと期待しております。



諸外国からの投稿を促す努力も重要であり、昨年は、

海外の国際会議の展示コーナでの本英文論文誌のキ

ャンペーンを行う等の活動も行っています。また、

投稿から出版までの期間が、関連分野の他誌に比べ

て短いことも、本論文誌への投稿意欲を高める上で

重要です。編集委員、査読委員の皆様の献身的なご

努力には常に頭が下がる思いをしておりますが、今

後も出版期間の短縮のため、ご協力を是非ともお願

いしたします。 

インパクトファクタ、日本発の流通度の高い国際

誌の発刊、技術・学術情報の海外への発信の観点か

ら英文論文誌の役割は、今後ますます重要になって

くるものと思われます。エレクトロニクスソサイエ

ティ英文論文誌に対する皆様のご支援をなにとぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

著者略歴： 

1988 年東北大学大学院博士課程修了、工学博士。同年

東北大学工学部助手。豊橋技術科学大学助教授等を経て、
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功労者表彰・文部科学大臣賞  (2006 年)、IEEE Fellow 

Award (2009 年) 、本会エレクトロニクスソサイエティ賞

(2010 年)、高柳記念賞(2010 年) 等受賞。 

 

 

新フェロー寄稿 
「A/D 変換器およびアナ・デジ混載集積回

路への先駆的研究と実用化」 
松澤 昭 (東京工業大学) 

 

このたび、表記題目にてフ

ェローの称号を賜りました。

誠に名誉なことであり、諸先

輩をはじめ多くの関係された

皆様に心より謝意を表します。 

 このテーマは 1979 年に

松下電器での仕事を開始して

以来のライフワークとなりました。当時の松下電器

は VHS 方式ビデオの開発に全社一丸となって取り

組んでおりましたが、本社研究所では既にビデオ・

テレビのデジタル化を目指した開発を開始しており

ました。超高速画像処理 DSP の開発などと並んで、

ビデオ信号をデジタル信号に変換するA/D変換器が

課題の一つでした。当時のビデオ用 A/D 変換器は集

積化されておらず、価格が 100 万円、消費電力が 20W

と、到底民生機器に使用できるものではありません

でした。そこで、我々はアナログバイポーラ高集積

化技術の開発により、1982 年に世界初の集積化され

たビデオ用 10 ビット A/D 変換器を開発しました。

価格、消費電力が 1 桁以上も下がり、業務用デジタ

ルビデオ機器やハイビジョンの実用化などを図るこ

とができました。また、CMOS はバイポーラに比べ

精度が劣り、高精度 A/D 変換器には使用できないと

されていましたが、高精度化と低消費電力化を実現

できる容量補間技術を考案し、1993 年、消費電力を

当時の水準の1/10に低減した世界最小電力のビデオ

用 CMOS 10 ビット A/D 変換器を開発し、携帯用デ

ジタルビデオ機器の実現を促進しました。DVD 信号

の高信頼再生には数百 MHz の変換速度を有する

A/D 変換器が必要でしたが、当時は消費電力が数百

mW と大きく、SoC への搭載は困難でした。そこで、

ゲート補間技術を考案し、2002 年、450MHz の超高

速変換と、50mW の当時の水準の 1/10 の世界最小電

力の 7 ビット A/D 変換器を開発しました。これによ

り、2003 年、DVD 再生へのデジタル信号処理技術

の適用を可能にした世界初の完全ワンチップ DVD

用超高速アナ・デジ混載 SoC を開発し、DVD の高

性能化と低コスト化に貢献しました。 

はからずも 30 年以上に亘り A/D 変換器の開発を

続け、各種デジタルビデオ機器の実現を図ってきた

ことになります。開発を開始したときはこんなに永

くつきあうことになるとは思いませんでした。この

テーマが現在でも重要な理由は、システムのデジタ

ル化、高性能化、低電力化、集積回路の微細化に伴

って未だに課題で有り続けているからです。一般に

集積回路は微細化により容易に性能を向上できると

考えられることが多いのですが、A/D 変換器はアナ

ログ技術を用いるため、素子の微細化や低電圧化に

より性能が低下し、これを克服するための回路技術



やシステム技術を必要とします。囲碁と同じように

複雑に絡み合うトレードオフを調停し、性能を向上

させる「最善手」を見つける喜びがあり、この「最

善手」はデバイスやシステムの状況により変化しま

すので絶えず追い求める必要があります。今後も「最

善手」を追い求めるとともに、次代を担う人材の育

成に努めてまいりたいと思っております。 

 

著者略歴： 

1978 年東北大学大学院工学研究科電子工学専攻修士課
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博士('97,東北大学)。IR100賞('83)、注目発明賞('94)、R&D100

賞('94)、IEEE Fellow ('02)などを授賞。 

 

 

新フェロー寄稿 
「光増幅器の研究を振り返って」 

向井 孝彰 (大阪市立大学) 

 

このたび、「半導体光増幅

器の先駆的研究」によりまし

て、フェローの称号を賜り、

大変光栄に存じます。ご推薦

を賜った関係者の方々に心

よりお礼申し上げると共に、

これまでご指導いただいた

諸先輩、共同研究者をはじめ、この研究を支えてく

ださった多くの方々に深く感謝いたします。 

私の研究は半導体レーザを用いた光増幅器に関す

るものですが、光波を直接増幅する実用的な「光増

幅器」は、レーザ発明以来の光デバイス・光通信技

術者の夢でしたが、「光増幅器は自然放出光の雑音が

多くて使い物にならない」との観念が支配的であり、

工学的な研究対象としては長く取り上げられません

でした。私が入社した電電公社武蔵野電気通信研究

所の基礎研究部では、光の ON/OFF で情報を送る従

来の光通信の性能を飛躍的に向上させるために、光

波の周波数や位相を精密に制御してこれらに情報を

乗せて伝送するコヒーレント光伝送技術の基礎研究

が開始され、そこでは周波数や位相に情報を乗せた

光を中継伝送するために、光波をコヒーレントに直

接増幅する光増幅器が不可欠と考えられました。 

我々は、光源として用いる半導体レーザを発振閾

値以下で動作させた共振形光増幅器の研究から開始

しました。共振形光増幅器に外部から単一周波数の

信号光を注入することにより、20～30dB の小信号利

得が得られることが判り、利得帯域幅、利得飽和、

雑音等の共振形光増幅器の基本特性を初めて定量的

に明らかにすることができました。1982 年には信号

利得 20dB の GaAs 共振形光増幅器を 2 個用いて 2

中継の光直接増幅伝送実験を行ない、再生中継利得

が 36.5dB 増加することを実測し、光直接増幅中継伝

送方式の有用性を世界に先駆けて実証しました。 

しかし、共振形光増幅器では入射信号光の周波数

を共振ピークの周波数に一致させる必要があり、光

源と増幅器の精密な温度制御が不可欠でした。この

問題を克服するため、光が増幅器を一回通過するだ

けで大きな信号利得が得られる進行波形の半導体光

増幅器の実現に取り組みました。半導体レーザ中の

導波光に適した反射防止膜の最適設計条件を明らか

にし、反射率 0.04％の反射防止膜を作製して、通信

用波長の 1.5μm 帯で実用上最も重要な進行波形半導

体光増幅器を 1986 年に初めて実現しました。 

さらに、進行波形の増幅特性が共振形のそれを凌

駕する広帯域・高出力・低雑音の高性能なものであ

ることを実証したことにより、その後の世界的な光

増幅器とシステム応用の研究・開発の端緒が開かれ

ると共に、後から開発された Er 添加光ファイバ増幅

器を用いた陸上および海底の光直接増幅伝送システ

ムの実用化と本格導入として実を結びました。 

光ファイバ増幅器は、半導体光増幅器に比べて、

①伝送路の光ファイバとほぼ無損失で接続できる、

②Er3+などの希土類イオンの自然放出の寿命が非常

に長い（～10ms）ため、パターン効果が無く、複数

チャンネル間でのクロストークも生じない、等の特

徴を持つため、現在では光ファイバ伝送系での光増

幅中継器の主流を占めています。一方、半導体光増

幅器は、注入キャリアがサブ ns の高速に応答するた

め、増幅形の光ゲートスイッチや四光波混合に基づ



く広帯域なコヒーレント波長変換などの光機能デバ

イスとして活用されています。 

コヒーレント光伝送用のキーデバイスとして研究

が開始された光増幅器ですが、それが実用化されて

みると従来型の強度変調方式の伝送性能も飛躍的に

向上できるため、より簡便な「強度変調＋光増幅＋

WDM」方式が今や主流となっています。 

 

著者略歴： 

1977 年大阪大学大学院工学研究科修士課程修了、同年
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寄稿 
「レーザ・量子エレクトロニクス分野の研究

の一層の発展を願って」 
レーザ・量子エレクトロニクス研究専門委員会 委員長 

河口 仁司(奈良先端科学技術大学院大学) 

 

平成 22 年度レーザ・量子

エレクトロニクス（LQE）

研究専門委員会委員長を担

当しております、奈良先端

大河口でございます。 

私事になりますが、大学

院在学中から半導体レーザ

を中心に半導体光デバイス

の研究に携わってきました。レーザ・量子エレクト

ロニクス研究会には、日本電信電話公社（現 NTT）

に入社しました昭和 50 年からずっとお世話になっ

ております。光エレクトロニクス研究会（OPE）と

分かれる前で、光・量子エレクトロニクス研究会

（OQE）と呼ばれていました。研究会で発表し、組

織の壁を越えて多くの先輩方から質問・コメントを

いただき大変役に立ったことを懐かしく思い出しま

す。お世話になった研究会のために少しは、と思い

昨年度・副委員長、今年度・委員長を務めさせてい

ただきました。 

LQE 研究会では、今年度以下の研究会を開催しま

した。来年度もほぼ同様の日程・内容になる予定です。 

5 月：量子光学、非線形光学、超高速現象、レーザ

基礎 

6 月：量子効果デバイスと集積化技術 

8 月：光部品・電子デバイス実装技術 

10 月：超高速伝送・変復調・分散補償技術・超高速

光信号処理技術、広域帯光増幅器・WDM 技

術、受光デバイス、高光出力伝送技術 

11 月：窒化物及び混晶半導体デバイス 

12 月：半導体レーザ関連技術 

1 月：フォトニック NW・デバイス、フォトニック

結晶・ファイバとその応用、光集積回路、光

導波路素子、光スイッチング、導波路解析 

また、秋のソサイエティ大会では、「新たな転機を

迎えた通信用送受信デバイスの動向」、春の総合大会

では「シリコンフォトニクスに関するアクティブデ

バイス」というタイトルのシンポジウムを開催しま

した。 

LQE 研究会は、半導体レーザ、発光ダイオード、

光増幅器（半導体・ファイバアンプ）、光変調器（半

導体・LN）、光検出器（半導体・他）、光スイッチ（半

導体・LN）、半導体光集積回路（OOIC・OEIC）、フ

ォトニック結晶（アクティブ）、アクティブ光モジュ

ール（発光・受光・光変調・光増幅）、波長変換、光

ソリトン、超短光パルス、非線形光学、位相共役光

学、量子光学、レーザ分光、光半導体結晶成長・素

子プロセス、光材料特性の分野を担当しています。 

幹事の方々の御努力により、研究会は活発に活動

を続けており、質の高い論文を毎回予定の時間枠を

超えるほど投稿していただいています。半導体レー

ザ・光変調器・光検出器などが広く実用に供され、

デバイス自体の研究を続けている企業が減っている

ようにも思えますが、幸い研究会には多くの投稿を

していただき、企業・大学・国研の研究者の間での

活発な討論が行われています。 



研究会のもう一つの重要な任務が、春、秋の総合

大会およびソサイエティ大会ですが、残念ながら、

一般講演の投稿がやや減少しているように感じられ

ます。完成度は高くなくても、オリジナルな研究を

発表していただき議論するところから、新しい展開

が生まれるように思われます。皆様の積極的な御投

稿をお待ちしております。 

 

著者略歴： 

1975 年東北大学大学院工学研究科修了、同年日本電信

電話公社入社。1982 年工学博士（東北大学）。1984 年山形

大学工学部助教授。1992 年同教授。2006 年奈良先端科学

技術大学院大学物質創成科学研究科教授。電子情報通信学

会英文論文誌（論文誌 C）編集幹事（2000）、編集委員長

（2001）。同超高速光エレクトロニクス時限研究会専門委

員会委員長（2003-2004）。電子情報通信学会フェロー

（2006）。KDDI 財団優秀研究賞（2010）。 

 

 

寄稿 
「光エレクトロニクス研究会の活動」 

光エレクトロニクス研究専門委員会 委員長 

宇佐見 正士 (ＫＤＤＩ) 

 

2010 年度の光エレクトロ

ニクス研究専門委員会(OPE)

委員長を務めます宇佐見で

ございます。1994 年に光・量

子エレクトロニクス研究会

（OQE）からレーザ・量子エ

レクトロニクス研究会(LQE)

と光エレクトロニクス研究会（OPE）に分家して以

来１７年が経過しました。その間、主要研究分野は

何回か見直され、現在は、「光集積回路、導波路デバ

イス、光導波路・伝搬解析、光ファイバ、光モジュ

ール、光インターコネクション、光センサ、光計測、

光メモリ、光情報処理、光スイッチ・光変調器、空

間光学デバイス、フォトニック結晶（パッシブ）、光・

電子集積回路、ハイブリッド集積、光制御」と大変

幅広いスコープを包含しています。私自身もＬＤモ

ジュール、光変調器、光スイッチ、ハイブリッド集

積デバイスなどの研究でＯＰＥに育てられて、現在

は実用システムやネットワークを見る立場から最新

のデバイスの勉強をさせていただいています。 

ＯＰＥの一つの特徴はこの幅広いスコープであり、

多様な議論が展開されています。2010 年 9 月のソサ

イエティ全国大会でも、エレクトロニクスソサイェ

ティの中ではマイクロ波研究会に継いで第２位の論

文数(69 件)となりました。全国大会では「セッショ

ン」ごとに分野名称「サブセッション名」を命名し

たり、専門委員からの推薦に基づく依頼講演を設け

るなどＯＰＥならではの活性化活動を実施していま

す。依頼講演は、その分野でリードする研究成果を

レビューする招待講演の要素に加えて、優れた若手

研究者の成果をエンカレッジする意味でも行ってい

るものです。とはいうものの、ここ数年は論文数の

減少傾向が続き、特に 2010 年は応用物理学会と開催

が重なったこともあり、減少幅が増大しました。今

後は、学会間の大会開催調整もご考慮いただけると

ありがたいと願っています。 

一方、毎月の研究会活動は、全国大会の傾向とは

逆に、この数年間は論文数が順調に増加しています。

論文数増加は委員や幹事さんの積極的な広報活動に

よるところが大ですが、一区切りついた研究成果の

発表＆議論する場として、研究会は大変良い場とし

て機能している証拠だと思います。厳しい経済環境

の中で企業、大学とも研究会活動にご理解をいただ

き感謝いたします。特に、他の研究会と共催する地

方大会は好調で、会期日程におさまらない可能性も

出てきました。冒頭述べたとおり、ＯＰＥのスコー

プは多岐に渡り、多くの基礎分野に支えられると同

時にシステム応用が期待される分野でもあるため、

他の研究会との共催が多いのも特徴です。ちなみに、

ＯＰＥと研究会で連携させていただいている研究会

は、下記の通り、通信や基礎・境界ソサイエティも

含めると 13 研究会に上ります。 

【エレソ第一種】：電磁界理論研究会(EMT)、電子部

品・材料研究会(CPM)、機構デバイス研究会(EMD)、

有機エレクトロニクス研究会(OME)、レーザ・量子エレ

クトロニクス研究会(LQE)、マイクロ波研究会(MW) 



【エレソ時限】：集積光デバイスと応用技術時限研究会

(IPDA)、マイクロ波・ミリ波フォトニクス時限研究会

(MWP)、シリコン・フォトニクス時限研究会(SiPH) 

【通信ソサイエティ】：光通信システム研究会(OCS)、

光ファイバ応用研究会(OFT)、フォトニックネット

ワーク研究会(PN) 

【基礎・境界ソサイエティ】：信頼性研究会(R) 

 

 
図 1.研究会の相関図 

図１には、その関係を模式的に示しました（下か

ら上に基礎領域から応用領域まで僭越ながら独断で

配置させていただきました）。研究会の相互融合によ

って、木の根や幹や枝が多様に育ち、様々なフェー

ズで果実を実らせるエコサイクルを回していくこと

が益々重要になっていると考えています。 

最後に、次世代を担う若手の育成を目的として、

OPE では、2006 年度より「学生優秀研究賞」を設立

しています。研究内容の評価もさることながら、発

表や質疑の態度も評価対象となる厳しい選定プロセ

スを経て、毎年数件のすばらしい論文が選ばれてい

ます。ＯＰＥのみならず学会の発展は若い世代の活

力無しではあり得ません。若手研究者にとって魅力

ある場を提供すべく一層努力したいと思います。 

 

著者略歴： 

1983 年早稲田大学大学院修士修了。同年国際電信電話

（株）（現 KDDI）に入社。1985 年より KDD 研究所研究

員を経て 2005 年より同研究所執行役員・フォトニクス部

門長。2007 年より KDDI ネットワーク技術本部・技術戦

略部部長。1989～1990 年米国 MIT 客員研究員。 

研究暦：半導体レーザ、光増幅器、半導体光回路、光信号

処理・光再生、波長変換、光ネットワークシステムの研究

開発。IEEE、電子情報通信学会、各会員。工学博士。 

 

寄稿 
「テラヘルツ応用システム時限研究専門委員

会の活動について」 
テラヘルツ応用システム時限研究専門委員会 委員長 

寳迫 巌 (情報通信研究機構) 

 

テラヘルツ波とは一般に、

100GHz～10THz（波長：3mm

～30�m）の 2 桁の周波数範

囲の電磁波を指す言葉とし

て用いられています。テラヘ

ルツ帯電磁波を用いたシス

テム等の研究開発を議論す

るのを目的としてテラヘルツ応用システム時限研究

専門委員会は 7 年前の 2004 年に発足し、この 4 月に

は第 4 期目の 2 年目が始まることになります。 

テラヘルツ帯には使いやすい光源・検出器等が無

かったため、これまで十分に利用されて来なかった

帯域です。近年進歩の著しいフェムト秒レーザによ

り、テラヘルツ帯のモノサイクル電磁波を発生させ、

その時間波形を、フェムト秒レーザパルスをゲート

光としたサンプリングによって再生し、時間波形を

フーリエ変換することで分光情報を得るテラヘルツ

時間領域分光法（THz-TDS：Terahertz Time Domain 

Spectroscopy）や非線形光学素子・フォトダイオード

によるテラヘルツ波の差周波発生、DC 電力を直接

THz 帯電磁波に変換できるテラヘルツ量子カスケー

ドレーザ（Terahertz Quantum Cascade Laser）やイン

ジウム・リン系の超高速トランジスタ等が開発され、

それらを用いた様々な応用開発の可能性が見え来て

いるところです。テラヘルツ帯電磁波を用いた非侵

襲分析技術や透視技術は実際の応用場面で使われ始

め、帯域の持つ大容量性を活かした超高速ワイヤレ

ス通信の実現に向けた研究開発や標準化を目的とし

た議論も IEEE802.15-IGTHz や ITU-R で始まりつつ

あります。 

テラヘルツ帯は、上に述べた光源技術を見ても分

かりますが、技術的には超高速エレクトロニクスと

超高速フォトニクスに支えられ、領域的には電波と

OCS 

OFT MWP IPDA 

PN

LQE MW 

OME EMD 

 R CPM EMT 

SiPH 

応用 

基礎 

ＯＰE



光波の中間であり、応用分野的には非通信分野であ

る各種センシング・イメージングに、超高速ワイヤ

レス通信も加わるなど、これまでに確立されている

様々な学術領域に跨った技術の研究開発を行う必要

がある領域です。そのため当委員会は、電子情報通

信学会の様々な研究会や外部との連携をとり、テラ

ヘルツ帯技術開発に資する議論を行う場として機能

する必要があります。 

特に今後研究開発が本格化すると考えられる超高

速ワイヤレス通信の実現に向けた議論は重要です。

なぜなら 275 GHz 以上の電波（3 THz 以下の電磁波）

は、国際的に利用用途が定められていないため、ど

のように利用を行うかを標準化機関等で、今後議論

して行くことになるからです。非通信応用、通信応

用のどちらの立場からも広く意見を集めて議論を深

めて行く必要があります。当委員会は標準化機関な

どではないため、インフォーマルな形での自由な議

論が期待できると思います。 

様々な研究開発が進む中で、また将来のテラヘル

ツ帯電磁波（特に法規上電波として規制を受ける

275 GHz-3,000 GHz の周波数帯）利用に関する標準

化の議論が始まろうとする中で、当委員会に対して

期待される役割は、その重要性を増して来ていると

言えます。 

私の任期は残すところあと 1 年ですが、これまで

に述べた状況を踏まえ、また皆様のご指導・ご協力

を得ながら、当委員会を有益な議論が出来る委員会

にして行きたいと思います。簡単ではございますが、

以上にて新任の挨拶に代えさせていただきます。 

 

著者略歴： 

昭 63 東大・養・基礎科卒。平 5 同大学院博士課程了（理

博）。同年日本鋼管（株）入社。LSI 製造技術の研究に従

事。平 8 郵政省通信総合研究所採用、テラヘルツ帯の検出

器、光学薄膜、レーザ、イメージングシステム、分光シス

テム等の研究に従事。現在、（独）情報通信研究機構新世

代ネットワーク研究センター先端 ICT デバイスグループ

グループリーダー。 

 

 

 

● エレソからのお知らせ 
◆ エレクトロニクスソサイエティ各賞受賞者 

エレクトロニクスソサイエティ各賞が以下のよう

に決定しました。（敬称略） 

＊ エレクトロニクスソサイエティ会長特別表彰 

 鈴木信夫（東芝） 

＊ 第 7 回エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞 

・電磁波・マイクロ波分野： 

 山本 綱之（山口大学）、若林 佑（法政大学） 

・化合物半導体・光エレクトロニクス分野： 

 高田 卓馬（大阪大学）、上田 悠太（早稲田大学） 

・シリコン・エレクトロニクス一般分野： 

 宮沢 亮（東京工業大学）、谷口 隆哉（鹿児島大学） 

 

◆エレクトロニクスソサイエティ会員数の推移 
名誉員 正員 学生員 海外正員 海外学生員 合計

2009年 4月 44 6,155 502 266 61 7,028
5月 43 6,148 528 269 66 7,054
6月 43 6,153 546 271 68 7,081
7月 42 6,156 574 282 71 7,125
8月 42 6,163 669 286 75 7,235
9月 42 6,164 698 290 81 7,275
10月 42 6,171 717 300 88 7,318
11月 42 6,158 717 301 91 7,309
12月 41 6,118 726 304 94 7,283

2010年 1月 40 6,104 757 306 103 7,310
2月 40 6,093 796 311 110 7,350
3月 40 5,979 733 313 112 7,177
4月 40 6,243 462 348 81 7,174
5月 42 6,213 508 361 92 7,216
6月 42 6,231 547 375 97 7,292
7月 42 6,240 620 379 103 7,384
8月 42 6,260 658 384 107 7,451
9月 42 6,271 699 388 113 7,513
10月 42 6,238 740 391 117 7,528
11月 42 6,224 752 405 132 7,555
12月 42 6,187 754 414 147 7,544
1月 42 6,174 801 414 150 7,581

2月 42 6,155 863 421 158 7,639  
 

◆Newsletter 魅力的な紙面づくりにご協力下さい 
本 Newsletter は，会長，副会長からの巻頭言や論

文誌編集委員長，研究専門委員会委員長からの寄稿

を中心に，年 4 回発行させていただいております。

今後，さらに魅力的な紙面づくりを進めるため，エ

レクトロニクスソサイエティでは，会員の皆様から

企画のご提案やご意見を募集いたします。電子情報

通信学会エレクトロニクスソサイエティ事務局宛に

ご連絡をお願いいたします。 
http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/index.html 

 

� エレソ News Letter は年 4 回発行します。次号は 2011

年 7 月発行予定です。（企画広報担当:山田） 


